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か
つ
て
、
「
む
ら
さ
き
」
と
い
う
雑
誌
が
あ
っ
た
。
国
文
学
の
関
係
の
雑

誌
で
、
時
々
、
ぼ
く
の
詩
を
載
せ
て
く
れ
た
が
、
編
集
長
の
小
笹
功
氏
の
あ

っ
せ
ん
で
、
昭
和
十
三
年
の
八
月
に
、
詩
集
『
思
弁
の
苑
』
を
出
し
た
。
発

行
所
は
、
む
ら
さ
き
出
版
部
で
、
神
田
の
巌
松
堂
書
店
の
な
か
に
あ
っ
た
。

詩
集
の
巻
頭
に
、
佐
藤
春
夫
、
金
子
光
晴
両
氏
の
序
詩
、
序
文
を
飾
っ
た
。

な
に
し
ろ
、
郷
里
の
沖
縄
を
出
て
十
六
年
目
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
は
あ
り
、
結

婚
し
た
ば
か
り
の
こ
と
で
は
あ
り
、
生
れ
て
は
じ
め
て
手
に
し
て
み
た
印
税

と
い
う
金
で
あ
っ
た
り
し
た
せ
い
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、

最
初
の
詩
集
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ぼ
く
を
し
て
声
は
り
あ
げ
さ
せ
て
泣
か
せ

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
ペ
ン
を
お
い
て
、
「
そ
ろ
そ
ろ
ま
た
詩
集
を
出
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し
た
く
な
っ
た
。
」
と
、
傍
に
い
る
女
房
に
話
し
か
け
た
と
こ
ろ
、
女
房
の

ヤ
ツ
も
あ
の
と
き
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
と
見
え
て
、
「
詩
集
を
出
し
て
ま

た
泣
き
な
。
」
と
言
い
や
が
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
東
京
新
聞
」
一
九
五
四
年
一
二
月
二
七
日
）

4声をあげて泣く



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
山
之
口
貘
詩
文
集
」
講
談
社
文
芸
文
庫
、
講
談
社

　
　
　1999
（
平
成11

）
年5

月10

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
山
之
口
貘
全
集
　
第
三
巻
」
思
潮
社

　
　
　1976

（
昭
和51
）
年5

月1

日

初
出
：
「
東
京
新
聞
」

　
　
　1954

（
昭
和29

）
年12
月27

日

入
力
：kom

pass

校
正
：
門
田
裕
志

2014

年1

月2

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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